
【研究主題】 

自ら学び、共に学び、豊かに学ぶ  

～ICTを活用した表現力・発信力の育成～ 

 

 

 

令和５年９月２９日（金） 

穴水町立穴水中学校 

 

認め
合い

輝き
合い

学び
合い

穴水中めざす生徒の姿 



 

  

～教科の学習を通して～ ～総合的な学習の時間を通して～ 

ANAMIZU「見て」「触れて」「感じる」魅力発信プロジェクト 

3年 ふるさと穴水を見つめ、
未来に向けて提言する

～中学生議会で提言しよう～

2年 ふるさと穴水の活性化を
考え発信する・・・・・・・・

～PRのCMを作成しよう～

１年 ふるさと穴水の魅力を
知る・・・・・・・・・・・・・・

～観光マップを作成しよう～

•移住者から学ぶ～インタビュー～

•他の地域の成功例と失敗例から学ぶ

•CMづくりを学ぶ
（金沢を題材に：遠足で現地取材）

•穴水町PRのCM企画

•現地取材

•町名跡散策

•植物観察会 しおさい林道を歩く

•特産しいたけ「のとてまり」栽培

～意見交流もデジタル活用～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～デジタルレポート作成～ 

フォーマットに基づいて 
画像の活用 
個々の創意工夫が随所に 
発表会を開催 
交流でスキルアップ 
次の作成機会へつなぐ 

 

 

～クロムブックで写真や動画の撮影～ 

目的を持って 自分で記録  

いつでも確認  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～生徒会活動の活性化～ 

生徒

・学びの蓄積を実感

・思いや考えを短時間で
まとめる

・タイピング技術の向上

教師

・授業の検証として

・学習の定着を見る

・次時の授業に生かす

共同編集して、全体発表へ

生徒総会は、デジタル
議案書で

委員会ポスター制作も
簡単に

テスト予想問題を
委員会で作成・配信

オンラインで楽しく交流

～地域の方々に支えられた学習～ 
たくさんのゲストティーチャーを迎えて 

こ

れ

ま

で

の

活

動 

若手から広げるGIGA活用 

実践をウェブ交流 小中連携 

個→全体 
意見の違いを
色で視覚化 

＊＊朝活（朝自習）の GIGA活用＊＊ 
委員会アンケート 自転車マナー検定 
情報モラルテスト 活動の振り返り等 

生徒会執行部が各クラスを
オンラインでつなぎ交流 

実験結果を記入 
画像でも記録 
共同編集で作成 ＊５ 

先進校視察より活用例を学ぶ 
若手から学び、スキルアップ  

学習状況を記入 
メタ認知に活用 ＊３ 

振り返りシートのフォーマットを
作成 各自の取組に活用  ＊４ 

他者を参考にしながら、
共有機能を使って、各自
まとめる     ＊２ 
 

共有機能を使って話し合い 

絵コンテを見ながら
共同編集 

CMの素材を協力して撮影 

レポート作成に向けて
素材を集める 

GIGAログ：毎時間の学習の振り返りを入力 
＜学びの足跡＞          ＊６ 
 

表現力・発信力を高めるために ～穴中 GIGA スタイル～ 

学習の見通しを投稿  ＊１ 

大型モニタの活用  
書き込みの機能を生かし、
さらなる全体共有へ 
 

用 

見通し
ポート
フォリ
オ

他者を
参照

アウト
プット

メタ
認知

共同
編集

通信や校内掲示板で
情報共有 
＜取組をそろえる＞  

個別最適な学び・協働的な学び 

評
価
・
振
り
返
り 

課
題
の
設
定 

情
報
の
整
理
・
分
析 

ま
と
め 

表現 

発信 

グループ 

ペア 

個人 

タブレット 

情
報
の
収
集 

教科書 

友人 

先生 

＊印の画像
はこちらで
拡大してご
覧ください 

小中連携の
実践交流は
こちらでご
覧いただけ
ます 

＜予想問題＞ 



○発表資料の情報収集や文書作成での有用感は高 

いが、意見発表や動画編集などではやや低く、今

後、活用方法を工夫し、さらに有用感を上げてい

く。 

○他者を参照するだけでなく、意見交流や共同編集

など、学び合うツールとしての機能を生かし、ねら

いに迫るための協働的な学習となるよう工夫して

いく。 

○例えば、「生徒が学び方の一つとしてタブレット端

末の活用を選択する」「教員はタブレット端末を活

用し、生徒の学びの状況を常に把握する」という

ような視点で、さらなる活用を考えていく必要が

ある。 

○タブレット端末を学習や学習以外でも活用する機 

会が増え、ほぼ毎日使用し、文房具の一つとして 

定着してきた。 

○総合的な学習の時間において、校外学習で画像や

動画の撮影、メモを取るなど、端末の機能を有効

に活用し、学習に生かすことができた。 

○タブレット端末の利用は、生徒主体の生徒会活動

で、活用が広がった。目的を持った活動において

は、スキルが向上し、マナーも向上した。 

○教員は、授業改善の手段として ICT活用を推進 

してきた。ICT活用に関して、特に若手から活用

が広がり、使い方を工夫していくことで全体に広

がった。各教科では活用を工夫し、 個別最適な学

習の手立てとして教科の特性を生かした授業スタ

イルの確立に向け、前向きに取り組めるようにな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１ タブレット端末等の活用によって、学習において教科に関

する知識の理解が進んだと思いますか？ 

質問２ タブレット端末等の活用によって、ルールやマナーを守る

力を伸ばすことができたと思いますか？ 

質問 3 タブレット端末等の活用によって、文章を作成する力を伸

ばすことができたと思いますか？ 

質問 4 タブレット端末等の活用によって、発表資料を作成する力

を伸ばすことができたと思いますか？ 

質問 5 タブレット端末等の活用によって、意見を発表する力を伸

ばすことができたと思いますか？ 

質問 6 タブレット端末等の活用によって、動画などを作成する力

を伸ばすことができたと思いますか？ 

質問 7 タブレット端末等の活用によって、必要な情報を選択、整

理する力を伸ばすことができたと思いますか？ 

検証 

成果 課題・今後に向けて 
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PCやタブレット端末などのICT機器

をどの程度利用しましたか？

石川県（４月全国学習状況調査より）

本校（８月実施 全校生徒アンケートより）

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

ICT機器を使うのは勉強の役に立つ

と思いますか？

石川県（４月全

国学習状況調査

より）

本校（８月実施

全校生徒アン

ケートより）

役に立っていると感じて

いる生徒が多い

生徒アンケートより 

活用頻度が高い 

成長を実感している生徒が多い  
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質問1 質問2 質問3 質問4 質問5 質問6 質問7

タブレット端末等の活用に関して

できた どちらかといえばできた

どちらかといえばできていない できていない


